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(57)【要約】
【課題】互いに隣接する４つの表示画素に互い異なる色
成分に対応するカラーフィルタを形成しながらも、液晶
層の厚さ不良が生じることを防止する。
【解決手段】上下左右方向に隣接する４つの表示画素に
それぞれ所定の色成分のカラーフィルタ１７が形成され
ているとともに、前記４つの表示画素間で互いに異なる
色成分の表示を行うようにカラーフィルタ１７が形成さ
れている液晶表示装置であって、前記各カラーフィルタ
１７ｒ，１７ｇ，１７ｂ，１７ｗの外形形状をそれぞれ
の４つのコーナーが欠落した方形形状にする。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下左右方向に隣接する４つの表示画素にそれぞれ所定の色成分のカラーフィルタが形
成されているとともに、前記４つの表示画素間で互いに異なる色成分の表示を行うように
カラーフィルタが形成されている液晶表示装置であって、
　前記各表示画素におけるカラーフィルタの外形形状が、それぞれの４つのコーナーが欠
落した方形形状となるように形成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記各カラーフィルタのエッジ部を遮光するように互いに直交した２方向に延伸する格
子ラインからなる遮光膜を備え、
　前記各カラーフィルタにおける前記欠落部の所定の方向における欠落外形幅が前記所定
の方向と直交する方向に沿って延伸する前記遮光膜における格子ラインのライン幅と等し
いことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記所定の方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅と前記各カラーフィル
タの前記所定の方向における幅とが等しいことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　前記各カラーフィルタにおける前記欠落部の前記所定の方向と直交する方向における欠
落外形幅が前記所定の方向に沿って延伸する前記遮光膜における格子ラインのライン幅と
等しいことを特徴とする請求項２または３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記所定の方向と直交する方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅と前記
各カラーフィルタの前記所定の方向と直交する方向における幅とが等しいことを特徴とす
る請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記各カラーフィルタのエッジ部を遮光するように互いに直交した２方向に延伸する格
子ラインからなる遮光膜を備え、
　所定の方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅をＰｓ、前記各カラーフィ
ルタの前記所定の方向における幅をＧｓ、前記所定の方向と直交する方向に沿って延伸す
る前記遮光膜における格子ラインのライン幅をＬｓ、前記各カラーフィルタにおける前記
欠落部の前記所定の方向における欠落外形幅をＬａｓとしたとき、
　Ｐｓ≧Ｇｓ、
　Ｌａｓ＝Ｂｓ－（（Ｐｓ－Ｇｓ）／２）、
に設定されていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記所定の方向と直交する方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅をＰｄ
、前記各カラーフィルタの前記所定の方向と直交する方向における幅をＧｄ、前記所定の
方向に沿って延伸する前記遮光膜における格子ラインのライン幅をＬｄ、前記各カラーフ
ィルタにおける前記欠落部の前記所定の方向と直交する方向における欠落外形幅をＬａｄ
としたとき、
　Ｐｄ≧Ｇｄ、
　Ｌａｄ＝Ｂｄ－（（Ｐｄ－Ｇｄ）／２）、
に設定されていることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記４つの表示画素の表示する色成分が、それぞれ、赤色成分、緑色成分、青色成分及
び白色成分であることを特徴とする請求項１から７の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記赤色成分に対応したカラーフィルタ、前記緑色成分に対応したカラーフィルタ、前
記青色成分に対応したカラーフィルタの順に、カラーフィルタの厚さが厚くなっていると
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ともに、前記白色成分に対応したカラーフィルタの厚さが前記緑色成分に対応したカラー
フィルタの厚さと等しいことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーフィルタを備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、カラー表示を行うために、表示画素毎に所定の色成分に対応したカラ
ーフィルタが形成されている。この色成分には色の３原色として、赤色、緑色及び青色が
適用されている。また、赤色成分のカラーフィルタと緑色成分のカラーフィルタと青色成
分のカラーフィルタとが、連続するように配置された３つの表示画素に順に形成されてい
る。そして、液晶表示装置では、この３つの表示画素を１単位としたカラー表示が行われ
る。なお、各色成分のカラーフィルタは、感光性の色レジストを用いて色成分毎に順にパ
ターニング形成される（特許文献１）。
【０００３】
　ところで、近年、比較的少ない表示画素で擬似的に高解像度なカラー表示が可能なサブ
ピクセルレンダリング技術が開発されている。このサブレンダリング技術では、赤色、緑
色及び青色といった色の３原色の他にさらに白色成分が加えられ、例えば図１０に示すよ
うに、それぞれに対応したカラーフィルタが、行方向に連続するように配置された４つの
表示画素に順に形成されているとともに、隣接する画素行間において互いに等しい色成分
が２画素分ずれるように形成されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２５５４０９号公報
【特許文献２】特開２００７－４１５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図１０に示したように各色成分を配置した場合、上下左右方向に互いに隣接する４つの
表示画素は互いに異なる色成分に対応している。このため、各色成分のカラーフィルタを
順にパターニングした場合に、アライメントズレ等が生じると、図１１（ａ）、図１１（
ｂ）に示すように、各表示画素のコーナー部で最大４色のカラーフィルタが重畳してしま
う場合がある。そして、このような重畳が発生すると、重畳部の厚みと非重畳部の厚みと
の差が目標の液晶層の厚さよりも大きくなり、この重畳部により液晶層の厚み不良を生じ
させてしまうとういう問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、互いに隣接する４つの表示画素に互い異なる色成分に対応するカラ
ーフィルタを形成しながらも、液晶層の厚さ不良が生じることを防止した液晶表示装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の液晶表示装置は、上下左右方向に隣接
する４つの表示画素にそれぞれ所定の色成分のカラーフィルタが形成されているとともに
、前記４つの表示画素間で互いに異なる色成分の表示を行うようにカラーフィルタが形成
されている液晶表示装置であって、前記各表示画素におけるカラーフィルタの外形形状が
、それぞれの４つのコーナーが欠落した方形形状となるように形成されていることを特徴
とする。
【０００８】
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　請求項２に記載の液晶表示装置は、請求項１に記載の液晶表示装置であって、前記各カ
ラーフィルタのエッジ部を遮光するように互いに直交した２方向に延伸する格子ラインか
らなる遮光膜を備え、前記各カラーフィルタにおける前記欠落部の所定の方向における欠
落外形幅が前記所定の方向と直交する方向に沿って延伸する前記遮光膜における格子ライ
ンのライン幅と等しいことを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載の液晶表示装置は、請求項２に記載の液晶表示装置であって、前記所定
の方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅と前記各カラーフィルタの前記所
定の方向における幅とが等しいことを特徴とする。
【００１０】
　請求項４に記載の液晶表示装置は、請求項２または３に記載の液晶表示装置であって、
前記各カラーフィルタにおける前記欠落部の前記所定の方向と直交する方向における欠落
外形幅が前記所定の方向に沿って延伸する前記遮光膜における格子ラインのライン幅と等
しいことを特徴とする。
【００１１】
　請求項５に記載の液晶表示装置は、請求項４に記載の液晶表示装置であって、前記所定
の方向と直交する方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅と前記各カラーフ
ィルタの前記所定の方向と直交する方向における幅とが等しいことを特徴とする。
【００１２】
　請求項６に記載の液晶表示装置は、請求項１に記載の液晶表示装置であって、前記各カ
ラーフィルタのエッジ部を遮光するように互いに直交した２方向に延伸する格子ラインか
らなる遮光膜を備え、
　所定の方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅をＰｓ、前記各カラーフィ
ルタの前記所定の方向における幅をＧｓ、前記所定の方向と直交する方向に沿って延伸す
る前記遮光膜における格子ラインのライン幅をＬｓ、前記各カラーフィルタにおける前記
欠落部の前記所定の方向における欠落外形幅をＬａｓとしたとき、
　Ｐｓ≧Ｇｓ、
　Ｌａｓ＝Ｂｓ－（（Ｐｓ－Ｇｓ）／２）、
に設定されていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項７に記載の液晶表示装置は、請求項６に記載の液晶表示装置であって、前記所定
の方向と直交する方向に沿って配列される前記表示画素の配列ピッチ幅をＰｄ、前記各カ
ラーフィルタの前記所定の方向と直交する方向における幅をＧｄ、前記所定の方向に沿っ
て延伸する前記遮光膜における格子ラインのライン幅をＬｄ、前記各カラーフィルタにお
ける前記欠落部の前記所定の方向と直交する方向における欠落外形幅をＬａｄとしたとき
、
　Ｐｄ≧Ｇｄ、
　Ｌａｄ＝Ｂｄ－（（Ｐｄ－Ｇｄ）／２）、
に設定されていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項８に記載の液晶表示装置は、請求項１から７の何れかに記載の液晶表示装置であ
って、前記４つの表示画素の表示する色成分が、それぞれ、赤色成分、緑色成分、青色成
分及び白色成分であることを特徴とする。
【００１５】
　請求項９に記載の液晶表示装置は、請求項８に記載の液晶表示装置であって、前記赤色
成分に対応したカラーフィルタ、前記緑色成分に対応したカラーフィルタ、前記青色成分
に対応したカラーフィルタの順に、カラーフィルタの厚さが厚くなっているとともに、前
記白色成分に対応したカラーフィルタの厚さが前記緑色成分に対応したカラーフィルタの
厚さと等しいことを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明によれば、互いに隣接する４つの表示画素に互い異なる色成分に対応するカラー
フィルタを形成しながらも、液晶層の厚さ不良が生じることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】液晶表示装置における主要部の断面図。
【図２】シール材の平面形状の説明図。
【図３】遮光膜の平面形状の説明図。
【図４】各色成分のカラーフィルタの配置図。
【図５】各カラーフィルタの平面形状の説明図。
【図６】カラーフィルタの形成方法の説明図。
【図７】補助遮光部の説明図。
【図８】液晶表示装置の変形例。
【図９】欠落部の平面形状の変形例であり、（ａ）は方形形状、（ｂ）は扇形状。
【図１０】従来技術における各色成分のカラーフィルタの配置図。
【図１１】従来技術においてアライメントズレが発生した場合の各色成分のカラーフィル
タの配置図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は平面図上に示すＡ－Ａ’での断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面を参照して説明する。
【００１９】
　本発明にかかる液晶表示装置１０は、図１に示すように、液晶層ＬＣを介してガラス等
の透明材料からなる第１の基板１１と第２の基板１２とが対向するように配置されている
。ここで、第１の基板１１と第２の基板１２は、図２に示すように、大凡方形枠状のシー
ル材１３により貼り合わされている。そして、枠状のシール材１３に囲まれた領域に液晶
が封入されることにより液晶層ＬＣが形成されている。液晶層ＬＣは、層厚が例えば４．
０μｍに設定されている。
【００２０】
　図１に戻り、第１の基板１１の第２の基板１２との対向面側には、表示画素Ｐｉｘ毎に
透明導電膜（ＩＴＯ膜等）からなる画素電極１４が形成されている。そして、各画素電極
１４は絶縁膜１５を介して当該画素電極１４よりも下層側に配置されたスイッチング素子
としての薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１６にそれぞれ電気的に接続されている。また、各
画素電極１４の上層側（液晶層側）には、各画素電極１４を覆うようにして、液晶層ＬＣ
における液晶の初期配向状態を規定する配向膜２０が形成されている。
【００２１】
　一方、第２の基板１２の第１の基板１１との対向面側には、図３に示すように、開口部
１８ｍが画素電極１４に対応する位置となるように形成された格子状のブラックマトリク
スとしての遮光膜１８が形成されている。そして、遮光膜１８の上層側には、表示画素Ｐ
ｉｘ毎に所定の色成分に対応したカラーフィルタ１７が形成されている。
【００２２】
　具体的には、図４に示すように、赤色成分のカラーフィルタ１７ｒと緑色成分のカラー
フィルタ１７ｇと青色成分のカラーフィルタ１７ｂと白色成分のカラーフィルタ１７ｗと
が、行方向に連続するように配置された４つの表示画素Ｐｉｘ毎に順に形成されていると
ともに、隣接する画素行間において互いに等しい色成分が２画素分ずれるように形成され
ている。つまり、赤色成分のカラーフィルタ１７ｒが形成された表示画素Ｐｉｘｒが赤色
成分に対応した画素データに基づいた輝度を表示し、緑色成分のカラーフィルタ１７ｇが
形成された表示画素Ｐｉｘｇが緑色成分に対応した画素データに基づいた輝度を表示し、
青色成分のカラーフィルタ１７ｂが形成された表示画素Ｐｉｘｂが青色成分に対応した画
素データに基づいた輝度を表示し、白色成分のカラーフィルタ１７ｗが形成された表示画
素Ｐｉｘｗが白色成分に対応した画素データに基づいた輝度を表示する。
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【００２３】
　なお、遮光膜１８は、図３に示すように、各格子を構成する格子ラインのうち、画素列
に沿う方向（以下、『縦方向』と記す）に伸びる格子ラインＬ１は所定の幅Ｂｄを有して
いるものとする。また、画素行に沿う方向（以下、『横方向』と記す）に伸びる格子ライ
ンＬ２は所定の幅Ｂｓを有しているものとする。
【００２４】
　また、各表示画素Ｐｉｘに形成されたカラーフィルタ１７は、その外形形状が、それぞ
れの４つのコーナーが欠落した方形形状（例えば八角形）となるように形成されている。
具体的には、各カラーフィルタ１７は、例えば、縦方向の幅Ｇｓが、縦方向に配列する表
示画素の配列ピッチ幅Ｐｓと大凡等しくなるように形成されている。また、横方向の幅Ｇ
ｄが、横方向に配列する表示画素の配列ピッチ幅Ｐｄと大凡等しくなるように形成されて
いる。そして、図５に示すように、直角三角形形状になっている各欠落部Ｌａの横方向に
おける外形幅Ｌａｄが格子ラインＬ１の幅Ｂｄと等しくなるように、さらには、各欠落部
Ｌａの縦方向における欠落外形幅Ｌａｓが格子ラインＬ２の幅Ｂｓと等しくなるように形
成されている。
【００２５】
　図１に戻り、各カラーフィルタ１７の上層側（液晶層側）には、各表示画素ｐｉｘ間で
共通の電位に設定されるコモン電極１９が形成されている。そして、コモン電極１９のさ
らに上層側には、第１の基板１１側と同様に、液晶層ＬＣにおける液晶の初期配向状態を
規定する配向膜２１が形成されている。
【００２６】
　以下、図６に基づいて第２の基板１２に形成される各層の形成方法について詳述する。
【００２７】
　まず、第２の基板１２上にアルミニウム合金やクロム等の金属膜２３をスパッタ法によ
り例えば０．１μｍの厚さに成膜する（図６（ａ））。そして、成膜した金属膜２３をフ
ォトレジストを用いたフォトリソグラフィによりパターニングし、上述したような遮光膜
１８を形成する（図６（ｂ））。
【００２８】
　次に、青色顔料が添加された青色カラーレジスト２４ｂをスピンコート法により遮光膜
１８を覆うように例えば１．５μｍの厚さに塗布するとともに、所定のパターンが形成さ
れたフォトマスク２５ｂを用いて青色カラーレジスト２４ｂにおける青色成分の表示画素
Ｐｉｘｂに対応する位置を露光する（図６（ｃ））。そして、所定の現像液を用いて青色
カラーレジスト２４ｂを現像することにより青色成分のカラーフィルタ１７ｂを形成する
（図６（ｄ））。
【００２９】
　次に、緑色顔料が添加された緑色カラーレジスト２４ｇをスピンコート法により遮光膜
１８等を覆うように例えば１．５μｍの厚さに塗布するとともに、所定のパターンが形成
されたフォトマスク２５ｇを用いて緑色カラーレジスト２４ｇにおける緑色成分の表示画
素Ｐｉｘｂに対応する位置を露光する（図６（ｅ））。そして、所定の現像液を用いて緑
色カラーレジスト２４ｇを現像することにより緑色成分のカラーフィルタ１７ｇを形成す
る（図６（ｆ））。
【００３０】
　次に、顔料が無添加の白色カラーレジスト２４ｗをスピンコート法により遮光膜１８等
を覆うように例えば１．５μｍの厚さに塗布するとともに、所定のパターンが形成された
フォトマスク２５ｗを用いて白色カラーレジスト２４ｗにおける白色成分の表示画素Ｐｉ
ｘｗに対応する位置を露光する（図６（ｇ））。そして、所定の現像液を用いて白色カラ
ーレジスト２４ｗを現像することにより白色成分のカラーフィルタ１７ｗを形成する（図
６（ｈ））。
【００３１】
　次に、赤色顔料が添加された赤色カラーレジスト２４ｒをスピンコート法により遮光膜
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１８等を覆うように例えば１．５μｍの厚さに塗布するとともに、所定のパターンが形成
されたフォトマスク２５ｒを用いて赤色カラーレジスト２４ｒにおける赤色成分の表示画
素Ｐｉｘｒに対応する位置を露光する（図６（ｉ））。そして、所定の現像液を用いて赤
色カラーレジストを現像することにより赤色成分のカラーフィルタ１７ｒを形成する（図
６（ｊ））。
【００３２】
　なお、遮光膜１８上に各色成分のカラーフィルタ１７を形成する際には、互いに隣接す
るカラーフィルタ１７の境界、即ち、各カラーフィルタ１７のエッジ部が基本的には格子
ラインＬ１または格子ラインＬ２の中央部に位置するように形成する。そしてこのとき、
格子ラインＬ１の幅Ｂｄや格子ラインＬ２の幅Ｂｓと各カラーフィルタ７における横方向
の幅Ｇｄや縦方向の幅Ｇｓとの関係を上述のような値に予め設定しておくことで、遮光膜
１８と各カラーフィルタ１７との位置関係が、例えばアライメントズレ等により、格子ラ
インＬ１や格子ラインＬ２の幅の１／２の値まで、たとえ上下左右方向にずれたとしても
、色ズレ等の悪影響が発生することを低減できる。
【００３３】
　また、各カラーフィルタ１７の外形形状を、上述したような、それぞれの４つのコーナ
ーが欠落した方形形状（例えば８角形）とすることにより、遮光膜１８との間で色成分毎
に異なるようにアライメントズレが生じたような場合であっても、上述したようなアライ
メントズレの範囲以内であれば、互いに異なる４つの色成分のカラーフィルタ１７ｒ，１
７ｇ，１７ｂ，１７ｗが同一位置で同時に重畳してしまうことを防止できる。従って、当
該重畳部により液晶層の厚さ不良が生じることも防止できる。
【００３４】
　ここで、図３または図７に示すように、遮光膜１８における格子ラインＬ１と格子ライ
ンＬ２との各交点には、各カラーフィルタ１７の欠落部Ｌａに一致した形状の補助遮光部
ＬＢを形成しておくことが好ましい。これにより、上述したようなアライメントズレの範
囲以内であれば、格子状の遮光膜１８における開口部１８ｍにおいて、カラーフィルタ１
７が形成されていない領域が発生してしまうことを防止でき、色ズレ等の悪影響が発生す
ることをさらに効果的に低減できる。
【００３５】
　図６に戻り、各色成分のカラーフィルタ１７上には、当該各色成分のカラーフィルタ１
７を覆うようにして、コモン電極１９としてのＩＴＯをスパッタ法により例えば０．１μ
ｍの厚さに成膜する（図６（ｋ））。なお、ＩＴＯは、例えば、各表示画素Ｐｉｘが形成
される表示領域が開口部になっているとともに、表示領域とは異なる領域である非表示領
域を覆うように形成されたデポマスクを第２の基板１２上に配置してスパッタすることに
より、フォトリソグラフィを用いることなくパターン形成することができ好ましい。
【００３６】
　そして、コモン電極１９を覆うようにして、配向膜２１を凸版印刷法により例えば５０
ｎｍの厚さに塗布する（図６（ｌ））。
【００３７】
　なお、上述の実施の形態では、各カラーフィルタ１７の膜厚が各色成分間で等しくなる
ように形成した場合について説明したが、各カラーフィルタ１７の膜厚は、各色成分間で
異なるように形成してもよい。つまり、液晶の複屈折率は光の波長毎に異なるため、液晶
層の厚さをカラーフィルタ１７の厚さで調節することにより、液晶層のリタデーション（
液晶の複屈折率×液晶層厚）が各色成分に対応した表示画素Ｐｉｘ間で等しくなるように
構成してもよい。
【００３８】
　具体的には、液晶の複屈折率が可視光領域で短波長側ほど大きくまた長波長側で小さく
なるような場合には、図７に示すように、青色成分に対応する表示画素Ｐｉｘｂ、緑色成
分に対応する表示画素Ｐｉｘｇ、赤色成分に対応する表示画素Ｐｉｘｒの順で、順に液晶
層ＬＣの厚さが厚くなるように、青色成分のカラーフィルタ１７ｂ、緑色成分のカラーフ
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ィルタ１７ｇ及び赤色成分のカラーフィルタ１７ｒの厚さを設定する。即ち、青色成分の
カラーフィルタ１７ｂ、緑色成分のカラーフィルタ１７ｇ、赤色成分のカラーフィルタ１
７ｒの順で、順にカラーフィルタの厚さが薄くなるように、各カラーフィルタの厚さを設
定する。なお、白色成分に対応する表示画素Ｐｉｘｗは、最も人間の視感度が高くなる色
成分である緑色成分に対応させて、液晶層ＬＣの厚さを緑色成分の表示画素Ｐｉｘｇにお
ける液晶層ＬＣの厚さと等しくなるように設定することが好ましい。即ち、白色成分のカ
ラーフィルタ１７ｗの厚さは、緑色成分のカラーフィルタ１７ｇと等しい厚さに設定する
ことが好ましい。
【００３９】
　また、上述の実施の形態では、各欠落部Ｌａが直角三角形となるように各カラーフィル
タ１７を形成した場合について説明したが、前記各カラーフィルタ１７は、図８（ａ）に
示すように、各欠落部Ｌａが方形形状になるように形成してもよい。即ち、前記各カラー
フィルタ１７の外形形状が十字形状となるように形成してもよい。また、図８（ｂ）に示
すように、各欠落部Ｌａが扇形状になるように形成してもよい。また、欠落部毎に異なる
形状となっていてもよい。
【００４０】
　また、上述の実施の形態では、各カラーフィルタ１７の縦方向の幅Ｇｓが縦方向に配列
する表示画素の配列ピッチ幅Ｐｓと大凡等しくなるように形成されている場合について説
明したが、各カラーフィルタ１７の縦方向の幅Ｇｓは、縦方向に配列する表示画素の配列
ピッチ幅Ｐｓよりも小さく形成されていてもよい。そして、このような場合には、各カラ
ーフィルタ１７の縦方向の幅Ｇｓと縦方向に配列する表示画素の配列ピッチ幅Ｐｓとの差
に対応させて各欠落部Ｌａの縦方向における外形幅Ｌａｓを格子ラインＬ２の幅Ｂｓより
も小さく形成することが好ましい。例えば、各欠落部Ｌａの縦方向における外形幅Ｌａｓ
＝Ｂｓ－（（Ｐｓ－Ｇｓ）／２）とすることが好ましい。ただし、Ｐｓ－Ｇｓ≦２・Ｂｓ
。
【００４１】
　また、上述の実施の形態では、各カラーフィルタ１７の横方向の幅Ｇｄが横方向に配列
する表示画素の配列ピッチ幅Ｐｄと大凡等しくなるように形成されている場合について説
明したが、各カラーフィルタ１７の横方向の幅Ｇｄは、横方向に配列する表示画素の配列
ピッチ幅Ｐｄよりも小さく形成されていてもよい。そして、このような場合には、各カラ
ーフィルタ１７の横方向の幅Ｇｄと横方向に配列する表示画素の配列ピッチ幅Ｐｄとの差
に対応させて各欠落部Ｌａの横方向における外形幅Ｌａｄを格子ラインＬ１の幅Ｂｄより
も小さく形成することが好ましい。例えば、各欠落部Ｌａの横方向における外形幅Ｌａｄ
＝Ｂｄ－（（Ｐｄ－Ｇｄ）／２）とすることが好ましい。ただし、Ｐｄ－Ｇｄ≦２・Ｂｄ
。
【００４２】
　また、上述の実施の形態では、遮光膜１８及びカラーフィルタ１７をＴＦＴ１６が形成
されている基板とは異なる側の基板に形成した場合について説明したが、遮光膜１８及び
カラーフィルタ１７は、ＴＦＴ１６が形成されている側の基板に形成してもよい。この場
合、遮光膜１８及びカラーフィルタ１７は、画素電極４よりも下層側（液晶層側とは反対
側）に形成することが好ましい。
【００４３】
　また、上述の実施の形態では、各色成分のカラーフィルタを青色成分、緑色成分、白色
成分、赤色成分の順に形成した場合について説明したが、当該順番に限定するものではな
く、他の順番であってもよい。なお、各色成分のカラーフィルタの膜厚が異なるような場
合には、膜厚を薄く形成するカラーフィルタから順に形成すれば、後から形成する色成分
のカラーフィルタがより塗布しやすくなり好ましい。
【符号の説明】
【００４４】
１０：液晶表示装置
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１７：カラーフィルタ
１７ｒ：赤色成分のカラーフィルタ
１７ｇ：緑色成分のカラーフィルタ
１７ｂ：青色成分のカラーフィルタ
１７ｗ：白色成分のカラーフィルタ
Ｌａ：欠落部

【図１】 【図２】
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